
親子でモンキー！楽しかったね
（10月 10日　町立保育所連合運動会「おんぶでモンキー！」）
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今月のみどころ
・病後児保育を始めます
・平成 26年度決算報告

【くらしのカレンダー】
・「Jアラート」情報伝達訓練
・�ふじかわカップ小中学生将棋
大会



平成26年度

決算報告
　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
81
億
5
，7
8
3
万
円
、
歳
出
が

77
億
9
，1
4
0
万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
、道
の
駅
建
設
に
伴
う
普
通

建
設
事
業
費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
歳
出
が
、
1・7
％
減
と
な
り
、

経
済
情
勢
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、前
年
度
並
み
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
13
の
特
別
会
計
は
総
額
で
歳
入
50
億
5
，3
3
7
万
6
千

円
、
歳
出
49
億
1
3
2
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年度　特別会計・企業会計決算

国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 17億 7,712 万 7千円

歳出 17億 5,880 万 2千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 5,672 万 9千円

歳出 3億 5,133 万 2千円

介 護 保 険
会 計

歳入 17億 8,520 万 4千円

歳出 17億 3,961 万 7千円

介護サービ
ス事業会計

歳入 1億 150 万円

歳出 9,349 万 2千円

奨学金会計
歳入 285 万 8千円

歳出 200 万円

簡 易 水 道
事 業 会 計

歳入 1億 9,045 万 9千円

歳出 1億 7,725 万 6千円

下水道事業
会 計

歳入 8億 1,665 万 6千円

歳出 7億 5,991 万 6千円

営農飲雑用
水事業会計

歳入 447 万 8千円

歳出 341 万 6千円

箱原農業集落
排水事業会計

歳入 1,499 万 2千円

歳出 1,253 万 9千円

鹿島財産区
会 計

歳入 9万 1千円

歳出 1千円

カラマツオ
財産区会計

歳入 54万 1千円

歳出 42万 4千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 185 万 5千円

歳出 167 万 9千円

充指導主事
会 計

歳入 88万 6千円

歳出 85万 3千円

水道事業会計
◆収益的
　収入

2億 1,093 万 9千円
　支出

1億 9,864 万 9千円
◆資本的
　収入

3,138 万 5千円
　支出

1億 7,509 万 1千円
※�収入支出差引不足分は、過
年度分損益勘定保留資金な
どで補てんしています。

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあた
ります。
　平成26年度に皆さんに納めていただいた税金や、国・
県などから町に入ったお金がいくらで、どのように使わ
れたかをお知らせします。

平成26年度

決算報告
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景
気
回
復
の
影
響
な
ど
か
ら
税
収

は
増
加
し
ま
し
た
が
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
各
種
交
付
金

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
の
予
算
執
行
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
経
費

節
減
、効
率
的
な
事
業
執
行
に
努
め
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
税
15
億
9
，3
3
9
万
円（
構
成
比

19
・
6
％
）、
地
方
交
付
税
31
億
7
，

6
4
5
万
1
千
円
（
構
成
比
38
・

9
％
）、
国
庫
支
出
金
8
億
5
，

2
2
3
万
7
千
円
（
構
成
比
10
・

5
％
）、
町
債
8
億
2
，6
7
0
万
円

（
構
成
比
10
・
1
％
）、
県
支
出
金

5
億
5
，8
7
2
万
4
千
円（
構
成
比

6
・
9
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す

る
と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
（
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
）
で

あ
る
自
主
財
源
が
約
30
％
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
財
源
で
あ
る
依
存
財
源

（
交
付
税
、
交
付
金
な
ど
）が
約
70
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

民
生
費
22
億
72
万
6
千
円
（
構
成
比

28
・
2
％
）、
土
木
費
11
億
7
，

2
9
0
万
6
千
円
（
構
成
比
15
・

1
％
）、
総
務
費
9
億
7
，

6
9
7
万
9
千
円
（
構
成
比
12
・

5
％
）、
公
債
費
9
億
1
，9
5
5
万

円
（
構
成
比
11
・
8
％
）
教
育
費

6
億
9
，6
0
0
万
4
千
円（
構
成
比

8
・
9
％
）
で
す
。

町のために使ったお金
町民１人あたりにして
みて見ましょう！

平成27年3月31日現在の富士川町の人
口16,009人で計算しました

町民 1人当たりの
歳入　50万 9,578 円
歳出　48万 6,689 円

総務費
6万1,027円

町が通常必要とする
全般的な経費

公債費　5万7,440円
借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

土木費
7万3,265円

道路、河川、都市
計画などの費用

民生費
13万7,468円
社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

教育費
4万3,476円

学校教育や社会教育・
体育などの費用

衛生費
3万7,762円

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

消防費� 2万 7,670円
農林水産業費� 2万 1,186円
諸支出金� 1万    395円
商工費� 9,445円

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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平成26年度に行われた主な事業の実績

利根川公園プール改修工事　（7月／教育費）

梅林第2団地外壁・屋上改修工事
（3月／土木費）

保育所（第1・第2・第3・第4・小室山へき
地）窓ガラス飛散防止工事（9月／民生費）

防災行政無線戸別受信機送信局設置工事
（3月／消防費）

町の歌作成業務委託　（2月／総務費）

▲第 3保育所
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9.6%（9.7％）

　
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぎ
、
悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早

期
に
健
全
化
を
促
す
た
め
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
と
と
も
に
、
健
全
化

判
断
比
率
と
し
て
4
つ
の
指
標
お
よ

び
公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
示
す
指

標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算

定
さ
れ
た
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比

率
な
ら
び
に
資
金
不
足
比
率
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
指
標
で
国
の
定
め
る
基

準
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ

り
一
層
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す

◆平成26年度　財政健全化の判断比率 ☆＝富士川町　（　）内は前年度

※　富士川町の「実質赤字」「連結実質赤字」は黒字であるため比率値は表記しません。
※　標準財政規模……人口や面積の規模から算出される、自治体が通常の行政サービスを行うために必要な収入額
※　実質赤字……「歳入」－「歳出」

◆資金不足比率

会　　　計　　　名 町の指標 国 の 経 営
健全化基準

水道事業会計
簡易水道事業特別会計
営農飲雑用水事業特別会計
下水道事業特別会計
箱原農業集落排水事業特別会計

全会計ともに
資金の不足は
ありません

20.0 ％

用
語
の
解
説

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
す
も
の
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
・
黒
字

を
合
算
し
、
市
町
村
全
体
と
し
て

の
赤
字
の
程
度
を
示
す
比
率
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
分
な
ど
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、
財
政
負
担
を
見

る
た
め
の
比
率
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

市
町
村
の
借
入
金
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
債

分
を
指
標
化
し
、
将
来
の
負
担
を

示
す
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
事

業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
と
比
較

し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
況
を
把

握
す
る
も
の
で
す
。
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【
対
象
児
童
】

　
次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
児
童

①
病
気
・
ケ
ガ
の
回
復
に
あ
る
こ
と

②
生
後
6
か
月
か
ら
12
歳
ま
で

③�

町
内
在
住
の
児
童
、
ま
た
は
町
外

在
住
で
保
護
者
が
町
内
に
勤
務
し

て
い
る
児
童

④�

保
護
者
の
勤
務
の
都
合
・
疾
病
・

事
故
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

家
庭
に
お
け
る
保
育
が
困
難
で
あ

る
こ
と

【
利
用
日
時
】

　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

　
（
土
日
祝
日
、12
月
29
日
〜
1
月
3

日
は
除
く
）

【
利
用
料
】

　
○
町
内
在
住
の
児
童

　
　
1
日
2
，0
0
0
円

　
○
町
外
在
住
の
児
童

　
　
1
日
3
，0
0
0
円

　
＊
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

【
定
　
　
員
】

　
1
日
3
名

【
実
施
施
設
】

　
富
士
川
町
病
後
児
保
育
室
（
富
士

川
病
院
看
護
師
宿
舎
内
）

　
所
在
地　
鰍
沢
1
8
2
番
地
2

平
成
28
年
１
月
か
ら

病
後
児
保
育
を
始
め
ま
す

　
町
で
は
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
医
療
機
関
の
専
用
保
育
室

で
お
預
か
り
す
る
「
病
後
児
保
育
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●お問い合わせ
　子育て支援課

児童保育担当
　☎22−7221

①事前登録
　あらかじめ「病後児保育利用者登録書」および「児童状況調査書」を
子育て支援課に提出してください。
＊登録は年度ごとに行う必要があります。

②予約
　利用の前日までに子育て支援課に予約をしてください。（電話予約可）

③医療機関の受診
　医師の診察を受け、回復期にあり、病後児保育が可能であるとの証明
を「連絡票」に記入してもらいます。

④利用
　利用当日に「病後児保育事業利用申請書」および「連絡票」を病後児
保育室に提出してください。

＊書類は子育て支援課に用意してあります。

【 利 用 方 法 】
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個
人
住
民
税

『
特
別
徴
収
』の
完
全
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
に
お
い
て
、
町
内
に
土
地
や
家

屋
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
現
況

確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
正
確
な

課
税
の
た
め
に
も
、
家
屋
の
増
築
や

取
り
壊
し
を
し
た
場
合
は
、
税
務
課

資
産
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
窓
口
で

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
資
産
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

　
◆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
地
方
税
法
の
規
定
で
は
、
原
則
と

し
て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る

事
業
主
の
方
は
、
住
民
税
（
町
民
税

＋
県
民
税
）
を
特
別
徴
収
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
住
民
税
は
、町
が
税
額
を
計
算
し
、

従
業
員
ご
と
に
通
知
を
作
成
し
ま

す
。
所
得
税
の
よ
う
な
計
算
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
「
個
人

住
民
税
の
普
通
徴
収
へ
の
切
替
理
由

書
」
の
添
付
と
給
与
支
払
報
告
書
の

適
用
欄
に
理
由
の
記
入
が
必
要
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

◇
従
業
員
の
方
が
納
税
の
た
め
に
、

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

◇
特
別
徴
収
は
納
期
が
12
回
な
の

で
、
1
回
あ
た
り
の
税
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
鰍
沢
税
務
署
お
よ
び

鰍
沢
法
人
会
と
共
同
で
給
与
事
務

担
当
者
を
対
象
と
し
た
「
平
成
27

年
分
年
末
調
整
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
24
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
〜

◆
会
場　
町
民
会
館

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
は
、
午
後

1
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

25
日
以
降
は
、
税
務
課
窓
口
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
所
得
税
、
法
定
調
書
関
係

書
類
は
、
直
接
鰍
沢
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
税
務
署

　
☎
22
―
3
1
9
1

　
税
務
課　
住
民
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

　
皆
さ
ん
に
身
近
な
問
題
と
し
て

税
に
対
す
る
認
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
11
月
11
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜

◇
会
場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
講
師

鰍
沢
税
務
署
長　
植
松
三
文
氏

鰍
沢
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門　

担
当
官　
川
口
満
氏

●
お
問
い
合
わ
せ

　
青
色
申
告
会�

☎
22
―
8
5
1
5

◇
日
時　
12
月
1
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

◇
会
場　
町
商
工
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
税
務
署�

☎
22
―
3
1
9
1

　
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員
に
支

払
う
際
に
、町
か
ら
通
知
さ
れ
た
個
人
住
民
税
額
を
、国
の
所
得
税
と
同
様
に

給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

個
人
住
民
税

『
特
別
徴
収
』の
完
全
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す

特別徴収事務の流れ

従

業

員

事
業
所
な
ど

町�

②
税
額
の
計
算

③特別徴収税額通知

①給与支払報告書の提出

※6月支給分から
　翌年の 5月支給分まで （毎月 10日まで）

（ 1月 31日まで）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
22
―
7
2
0
5

④給与から天引き

③特別徴収税額通知

（5月 31日まで）

⑤税額の納入

平成27年分
年末調整説明会

税を考える週間

講演会
青色決算・
消費税説明会
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景
観
形
成
方
針

「
ふ
る
さ
と
の
風
土
と
歴
史
が
育
ん
だ

愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
風
景
づ
く
り
」

　
本
町
の
自
然
、風
土
、歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
美
し
く
個
性
的
な
景
観
の
も

つ
魅
力
や
価
値
を
再
認
識
し
、次
代
に
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、よ
り
魅
力

を
高
め
、う
る
お
い
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
形
成
と
景
観
を
活
か
し
た
地
域

の
活
力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

景
観
形
成
の
目
標

■�

本
町
の
自
然
・
風
土
・
歴
史
・
生
活
文
化
に
根
ざ
し
た
風
景
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す

■
町
を
元
気
に
す
る
生
き
生
き
と
し
た
風
景
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

■
住
む
人
の
心
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
快
適
な
風
景
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

■
誰
も
が
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
協
働
に
よ
る
風
景
づ
く
り
を
進
め
ま
す

景
観
形
成
方
針

○
豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
風
景
づ
く
り

○
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
風
景
づ
く
り

○
生
き
生
き
と
し
た
農
の
風
景
づ
く
り

○
お
も
て
な
し
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
づ
く
り

○
快
適
で
親
し
み
の
も
て
る
風
景
づ
く
り

　
町
の
景
観
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
景

観
形
成
の
理
念
や
目
標
、
方
針
、
行
為
の
制
限
事
項
、
景
観
資
源

な
ど
の
質
的
向
上
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
、

景
観
に
関
す
る
住
民
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
の
協
働
の
指
針
と
な

る
「
富
士
川
町
景
観
計
画
」
を
策
定
し
、
併
せ
て
、
9
月
の
町
議

会
に
お
い
て
「
富
士
川
町
景
観
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
12
月
1
日
よ
り
、「
富
士
川
町
景
観
計
画
」
と
「
富
士
川
町
景
観

条
例
」
に
基
づ
き
、
景
観
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
富
士
川
町
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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本
町
固
有
の
豊
か
で
美
し
い
景
観

を
維
持
・
保
全
し
、
良
好
な
景
観
形

成
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々

の
土
地
や
建
築
物
等
に
関
す
る
行
為

を
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
周

辺
の
景
観
と
調
和
し
、
整
序
感
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
景
観
計
画
で
は
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
景
観
形
成
を
図
る
観
点
か

ら
、
町
域
全
体
を
3
つ
の
「
景
観
形

成
地
域
」に
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
、

建
築
物
等
に
関
す
る
一
定
の
ル
ー
ル

（
届
出
対
象
行
為
と
景
観
形
成
基
準
）

を
定
め
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
な
い

開
発
や
建
築
行
為
等
を
制
限
す
る
こ

と
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
形
成
を
誘

導
し
ま
す
。

　
12
月
1
日
か
ら
、
一
定
規
模
以
上

の
建
築
行
為
や
開
発
行
為
を
行
う
場

合
は
、
行
為
に
着
手
す
る
日
の
30
日

前
ま
で
に
町
に
届
出
が
必
要
で
す
。

提
出
さ
れ
た
行
為
の
内
容
を
景
観
形

成
基
準
に
照
合
し
、
助
言
や
指
導
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
行
為
に
つ
い
て

は
、
届
出
前
に
事
前
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
不
適
合
と
判
断
し
た
行
為
に
つ
い

て
は
、計
画
の
是
正
な
ど
を
勧
告
し
、

従
わ
な
い
場
合
は
変
更
命
令
を
行
い

ま
す
。

※
「
届
出
対
象
行
為
」
と
「
景
観
形

成
基
準
」の
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
都
市
計
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

景観形成地域の区分

【届出対象行為（抜粋）】

行為の種類 田 園 居 住
景観形成地域

山 間 集 落
景観形成地域

森 林
景観形成地域

建
　
　
築
　
　
物

新築、改築、増築
若しくは移転

高さ 13m 又は
行為部分の床面
積の合計が500
㎡を超えるもの

高さ 10m 又は
行為部分の床面
積の合計が250
㎡を超えるもの

行為部分の床面
積の合計が 10
㎡を超えるもの

外観の模様替え、
色彩の変更

高さ 13m 又は
床面積の合計が
500㎡を超える
建築物で、変更
部分の面積の合
計が 10 ㎡を超
えるもの

高さ 10m 又は
床面積の合計が
250㎡を超える
建築物で、変更
部分の面積の合
計が 10 ㎡を超
えるもの

変更部分の面積
の合計が 10 ㎡
を超えるもの

建築物以外に、工作物（垣、柵、塀、電柱、鉄塔、煙突、記念塔、遊戯施設、製
造プラント、地上に設置する太陽光発電施設など）、開発行為等（土地の形質の変
更、鉱物の掘採又は土石の類の採取、屋外における土石、廃棄物、再生資源、そ
の他の物件の堆積、木竹の伐採）について届出対象行為を定めています。

良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
事
項

行
為
の
届
出
と
届
出
対
象
行
為

基
本
的
な
考
え
方
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11⁄15（日）第 18 回大柳川やすらぎの里
もみじ祭り
【開催時間】8：30〜 15：00　※予定
【会　　場】大柳川やすらぎ水辺公園

◆のんびり歩こう　もみじの里ウォークラリー
　○参加受付時間　8：30〜10：30
　○受 付 場 所　メイン会場（事前申し込みは不要です。）
　○コ　ー　ス　9km、6km

◆青空市場（雨天中止）
　地元でとれた農産物、手づくり郷土食などを販売します。

◆郷土料理「みみ」コーナー
　�「福をすくう」という縁起のいい郷土料理「みみ」を200円でご提供
します。

◆ますつり大会　※釣具・えさは持参してください。
　○参加料　大人1,000円（中学生以下無料）
　○時　間　9：00〜14：00（小雨決行）

臨時バスを運行します。
【役場本庁舎前 会場】
［行き］
8：00 本 庁 舎 14：30
↓ ↑
8：10 分 庁 舎 14：20
↓ ↑
8：20 中部住宅 14：10
↓ ↑
8：30 会 場 14：00

［帰り］

11⁄15（日）
ゆずの里まつり

【開催時間】10：00〜 14：30
※予定

【会　　場】小室山妙法寺

○ゆずの販売
○ゆずのピラミッド数当てクイズ
○名物ゆず餅（つきたて）
○ゆず加工品の販売
○よさこい踊り

11⁄22（日）
氷室の郷
ふれあいまつり

【開催時間】10：00〜 14：00
※予定

【会　　場】平林交流の里
みさき耕舎

○新鮮な「みさき大根」収穫祭
○氷室神社神楽会によるかぐらの舞
○当たり券付もちまき大会

【お問い合わせ】　商工観光課　☎ 22－7202
平成 27. 11 月号　No.68（10）



11⁄8（日）第6回 甲州富士川まつり
【開催時間】9：30〜 14：30
【会　　場】利根川公園スポーツ広場

総合司会は
「ぴっかり高木といしいそうたろう」

イベント情報

◆主な催しもの
○ふるさと自然塾出張工作体験コーナー
　�木を使ったおもちゃ作り（親子で参加
できます。）
○熱気球搭乗コーナー
　本会場北側（8：00〜）
○ふぁふぁ遊具　　1回100円
○富士川町区模擬店
　各地区個性豊かな出店
○農産物市場　　町の農産物販売
○模擬店コーナー　　多彩な出店
○ステージ
　よさこい・和太鼓演奏・ダンスなど

◆富士川市場
　商工会・企業・各種
団体などによる特産品
の展示販売をします。

＊マイバッグをご持参ください。
＊�『使用済小型家電回収ボックス』を会場内に設置し
ます。

お願い
※駐車場は「ニスカ駐車場」「ますほ文化ホール」を
ご利用ください。（無料シャトルバスにて送迎します）

同時開催
　富士川町国際交流協会
◆第 20回ワールドグルメプラザ
　　　〜世界の『食』を通じて交流しよう〜
【開催時間】9：30〜14：30　小雨決行
【会　　場】ますほ児童センター前
【お問い合わせ】町国際交流協会　事務局
　　　　　　　 ☎22－7209

◆第 6回富士川町駅伝大会
　平林運動場前　8：50スタート
【お問い合わせ】教育委員会
　　　　　　　 ☎22－5361

◆ JAまつり
【会　　場】利根川公園駐車場
【お問い合わせ】ふじかわ農協北部営農生活センター
　　　　　　　 ☎22－3147

◆富士川町郷土料理　みみ（200 円）
　大柳川渓谷があ
る「十谷地区」に
伝わる郷土料理。
小麦粉をこねて農
具の箕（み）の形
にし、たくさんの
野菜と田舎みそで
煮込みます。
　食材は、㈱はく
ばく様、加賀美し
めじ園様、望月きのこ園様よりご提供いただいています。
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9/12（土）、9/13（日）
鰍沢中学校　鰍朋祭『「新生」〜未来を拓くこの瞬間〜』

◀〈 3年生　演劇発表〉『あの雲に届くまで』

▲〈体育部門〉むかで競争（ 3年生）

小学校

▲リングの超達人！　フーパー !!（ 1、2年生）

▲みかぐら 2015　〜一意専心〜（ 5年生）

▲キラキラ輝け！　ゆずっ子 27（全校児童）

10/3（土）　鰍沢小学校

10/3（土）　増穂小学校

10/12（月）　増穂南小学校
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パート A　パ　ー　ト B　パ　ー　ト

支部名
天
神
中
條

青
柳
町
上

長

澤

穂

積

鰍
沢
北

最
勝
寺

鰍
沢
中

中
部
五
開

青
柳
町
下

小

林

大
久
保

平

林

大

椚

鰍
沢
南

𣇃

米

種目
色　分 緑 青 黄

え
ん
じ

レ
ン
ガ

白 水
黄

緑

桃

茶

青
白
線

白 赤 紫 茶
水

紫
桃

グラウンドゴルフ 5 6 7 3 1 1 4 2 1 7 5 3 4 2 6
一 発 必 中 3 5 4 7 1 2 1 6 2 7 6 5 4 3 1
一 致 協 力 5 7 3 6 2 1 4 1 3 2 1 7 5 6 4
綱 引 き 7 4 2 2 6 4 2 2 7 2 6 2 4 2 4
リ レ ー 6 7 5 − 1 3 2 4 7 5 − − 3 4 6
合　　　計 26 29 21 18 11 11 13 15 20 23 18 17 20 17 21
総 合 順 位 2 1 4 8 14 15 13 12 6 3 9 10 7 11 5

第6回富士川町体育祭り秋季大会結果
　10月18日（日）、利根川公園スポーツ広場で行われた体育祭り秋季大会の結果をお知らせします。

得　　点　　表

※合計が同点の場合は、高い得点が多くある方を上位とする。
※来年度は、1〜8位がAパート、9〜15位がBパートとなる。

☆総合優勝　青 柳 町 上　支部

☆総合準優勝　天 神 中 條　支部

☆総合第３位　小 　 　 林　支部

　種目別成績 優　勝 準優勝
グラウンドゴルフ 小林支部　　 長澤支部　　

一発必中 小林支部　　 穂積支部　　
一致協力 青柳町上支部 穂積支部　　
綱 引 き 青柳町下支部 天神中條支部

男女混合リレー 青柳町上支部 天神中條支部

▲ねらいを定めて〜そーれ！ ▲世代を超えて一致協力！

●お問い合わせ　体育協会事務局（教育委員会内）☎22−5361

▲優勝した青柳町上支部
（男女混合リレー）
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住
宅
用
火
災
警
報
器
で
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

防
災
ラ
ジ
オ
2
次
募
集
の
お
知
ら
せ
〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
「
火

災
警
報
器
」）と
は
、
火
災
に
よ
る
煙

や
熱
を
早
期
に
感
知
し
て
、
警
報
音

で
知
ら
せ
る
器
具
で
す
。
住
宅
火
災

に
よ
り
死
に
至
っ
た
原
因
の
7
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」と
い
う
現
状
か
ら
、
早

期
に
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
火
災

警
報
器
の
設
置
は
非
常
に
重
要
で
す
。

〇
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
築
・

既
存
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。設
置
場
所
は
各
寝
室
と
、

寝
室
が
2
階
の
場
合
に
は
、
階
段
に

も
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
台
所
の
設
置
も
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
火
災
警
報
器
の
種
類
・
取
り
付
け

方
に
つ
い
て

　
火
災
警
報
器
に
は
、
大
き
く
分
け

て
、
煙
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
の
「
煙

式
」と
熱
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
の「
熱

式
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
煙
式
」
に
は
【
光
電
式
】

と
【
イ
オ
ン
式
】
が
あ
り
ま
す
。
寝

室・階
段
な
ど
に
設
置
す
る
場
合「
煙

式
」
タ
イ
プ
の
【
光
電
式
】
の
も
の
、

台
所
の
コ
ン
ロ
付
近
に
設
置
す
る
場

合「
熱
式
」タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
。

　
取
り
付
け
方
に
つ
い
て
は
取
扱
店

へ
相
談
し
た
り
、
取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
み
、
正
し
い
位
置
に
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

〇
購
入
方
法
・
お
手
入
れ
に
つ
い
て

　
火
災
警
報
器
は
家
電
量
販
店
や
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。
ま
た
、
購
入
の
際
の
目
安
と

し
て
、
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証

す
る
【
N
S
マ
ー
ク
】
ま
た
は
【
適

合
表
示
】
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
言
う
時
に
し
っ
か

り
作
動
す
る
よ
う
に
定
期
的
な
点
検

を
し
て
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

　
消
防
や
役
場
職
員
が
販
売
目
的
で

訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怪

し
い
訪
問
販
売
に
注
意
し
、
不
審
に

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
署
に
電
話

し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

　
町
で
は
、
防
災
情
報
伝
達
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
、
電
波
障
害
に
強

い
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
と
同
じ
周
波
数
帯

を
活
用
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
戸

別
受
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
9
月

10
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が「
聞
こ
え
な
い
」「
聞
き
取

り
づ
ら
い
」
な
ど
を
解
消
す
る
た
め

に
導
入
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

防
災
情
報
な
ど
を
屋
内
で
も
確
実
に

受
信
で
き
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
防
災
ラ
ジ
オ
と
は

　
通
常
の
A
M
や
F
M
の
ラ
ジ
オ
放

送
を
聞
い
て
い
る
と
き
で
も
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

や
防
災
行
政
無
線
と
同
じ
内
容
の
放

送
を
受
信
で
き
る
仕
組
み
に
よ
り
、

強
制
的
に
防
災
ラ
ジ
オ
に
切
り
替
わ

り
放
送
が
流
れ
ま
す
。（
※
ス
イ
ッ
チ

が
オ
フ
の
状
態
で
も
自
動
的
に
放
送

さ
れ
ま
す
。）

◇
防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
価
格

1
7
，0
0
0
円
（
消
費
税・利
用
料

込
み
）

■
音
声
が
聞
き
取
れ
な
い
方
に
は
、

放
送
内
容
を
文
字
で
表
示
す
る
「
文

字
表
示
型
防
災
ラ
ジ
オ
」（
1
7
，

0
0
0
円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
文
字
表
示
機（
1
6
，

5
0
0
円
）が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

購
入
の
際
は
、
補
助
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
※
要
申
請
）

◇
文
字
表
示
機
の
補
助
金

聴
覚
障
が
い
者
　
1
1
，0
0
0
円

（
価
格
の
2
／
3
補
助
）

右
記
以
外
の
者
　
　
8
，0
0
0
円

（
価
格
の
1
／
2
補
助
）

※
1
，0
0
0
円
未
満
切
捨
て

■
申
し
込
み
と
受
け
取
り
方
法

　
申
込
用
紙
は
、
防
災
課
窓
口
、
ま

た
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
第
2
次
募
集
期
限

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
注
文
生
産
の
た
め
、
納
品
ま
で
3

〜
4
か
月
か
か
り
ま
す
が
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り

は
、
通
知
に
よ
り
ご
連
絡
し
、
防
災

課
窓
口
で
現
金
と
引
換
え
に
な
り
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

防
災
ラ
ジ
オ
2
次
募
集
の
お
知
ら
せ

【適合表示】

【NSマーク】

▲防災ラジオ
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は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

■
簡
易
水
道
の
検
針
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員　
1
名

◇
資
格　
町
内
在
住
で
、
概
ね
60
歳

ま
で
の
身
体
健
康
な
方
（
要
普
通
運

転
免
許
）

◇
業
務
内
容　
簡
易
水
道
検
針
（
2

か
月
に
1
度
で
1
件
に
つ
き
65
円
）

◇
任
用
期
間　
11
月
24
日
〜
平
成
28

年
3
月
31
日

◇
募
集
期
間　
11
月
10
日
（
火
）
ま

で◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
し
込
み　
履
歴
書
を
上
下
水
道

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ

◇
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
総
務
課　
総
務
人
事
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

◇
給
与
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
上
下
水
道
課　
簡
易
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
、
調
査
票

へ
の
回
答
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

ふ
ぁ
み
り
〜
相
談

　
子
育
て
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
親
御

さ
ん
ご
自
身
、
ま
た
は
祖
父
母
の
悩

み
も
含
め
て
幅
広
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
心
の
中
の
不
安
や
整
理
し
き
れ

な
い
思
い
を
吐
き
出
す
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
解
決
へ
の
糸
口
を
と

も
に
探
っ
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

◇
相
談
で
き
る
人

　
0
歳
〜
18
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
親

ま
た
は
ご
家
族
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も◇
相
談
の
内
容

　
子
育
て
相
談
（
発
育
・
し
つ
け
・

不
登
校・非
行
な
ど
）、
親
自
身
の
悩

み
相
談
（
育
児
疲
れ
・
イ
ラ
イ
ラ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
な
ど
）、子
供

自
身
の
悩
み
相
談
（
い
じ
め・不
安
、

心
身
の
悩
み
・
虐
待
な
ど
）

◇
相
談
日
時

　
毎
月
第
4
土
曜
日　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時
30
分　
※
平
日（
火・

金
の
み
）
も
対
応
で
き
ま
す
。

◇
相
談
場
所

　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
対
応
担
当
者

　
認
定
心
理
士　
小
池
ひ
ろ
み

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
0
8
0
9

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
今
年
度
実
施
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
取
扱
店
舗
に
て
行
い
ま
す
の

で
、
商
品
券
を
購
入
さ
れ
た
方
で
、

ご
利
用
の
際
に
取
扱
い
店
舗
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
求
め
ら
れ
た

場
合
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

行
い
ま
す

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30

条
に
基
づ
い
て
11
月
か
ら
町
内
全
域

を
対
象
に
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
あ
た
り
農
地

へ
の
立
ち
入
り
や
聞
き
取
り
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会　
☎
22
―
7
2
1
4

狩
猟
免
許
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
狩
猟
免
許
試
験
（
狩
猟
免

許
4
種
類
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

◇
日
時　
平
成
28
年
1
月
21
日（
木
）　

午
前
9
時
〜

◇
場
所　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
リ

バ
ー
ス
和
戸

◇
申
込
期
間　
11
月
4
日
（
水
）
〜

12
月
10
日
（
木
）

◇
受
験
料　
5
，2
0
0
円

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
林
務
環
境
事
務
所　
森
づ
く

り
推
進
課

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
6
7

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
保
健
師
の
育
休
代
替
職
員
と
し
て

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員　
1
名
（
平
成
28
年
2

月
1
日
採
用
予
定
）

◇
資
格　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の

資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド・

エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
で
き
る
者
（
要

普
通
運
転
免
許
）

◇
任
用
期
間　
平
成
28
年
2
月
〜
平

成
29
年
3
月

◇
募
集
期
間　
11
月
30
日（
月
）ま
で

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
し
込
み　
履
歴
書
と
併
せ
て
資

格
の
写
し
を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
選
考
日
な
ど
に
つ
い
て

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

奮
闘
の
日
々
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
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●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
文
化
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
町
の
文
化
祭

を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◇
日
時　
11
月
12
日
（
木
）
午
後
7

時
30
分
〜

◇
会
場　
町
民
会
館
2
階

◇
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◇
参
加
費　
1
人
5
0
0
円
（
材
料

代
）、
ポ
ン
プ
代
別
途（
3
0
0
円
程

度
）、
当
日
徴
収

◇
講
師　
バ
ル
ー
ン
『
風
』
の
皆
さ

ん◇
持
ち
物　
は
さ
み
、
大
き
め
の
袋

◇
募
集
期
間　
11
月
2
日
（
月
）
〜

10
日
（
火
）、（
土
日
祝
日
は
除
く
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

第
6
回

富
士
川
町
文
化
祭

　
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

☆
文
化
展

◇
日
時　
11
月
14
日
（
土
）
〜
16
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

※
16
日
は
午
後
3
時
ま
で

◇
場
所　
町
民
会
館

◇
展
示
内
容　
文
芸
、写
真
、書
道
、

絵
画
、
陶
芸
、
生
け
花
、
絵
手
紙
、

児
童
生
徒
作
品　
な
ど

☆
茶
席

◇
日
時　
11
月
14
日
（
土
）・
15
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

利
用
者
の
声

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
鰍
沢
蓮

華
寺
春
の
大
祭
が
、
今
年
も
4
月

に
法
要
、
清
興
、
清
宴
と
い
う
内

容
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
清
宴
で

は
檀
家
婦
人
部
手
作
り
料
理
で

「
お
も
て
な
し
」
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
今
回
は「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
」

さ
ん
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
、
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

7
月
の
料
理
講
習
会
で
も
、
再
度

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
続
き
は
思
い
の
ほ
か
簡
単

で
、
し
か
も
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
こ
と
で
、
無
料
で
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
食
器
の
種
類

や
数
も
豊
富
で
、
希
望
通
り
の
品

が
使
え
ま
し
た
。「
ス
ペ
ー
ス
ふ

う
」
さ
ん
の
建
物
は
明
る
く
清
潔

で
、
食
器
の
保
管
も
し
っ
か
り
さ

れ
、
職
員
の
方
々
の
対
応
も
親
切

で
さ
わ
や
か
で
し
た
。

　

使
用
後
の
食
器
は
洗
わ
ず
に
返

却
す
る
の
で
す
が
、
食
べ
カ
ス
の

処
理
、
食
器
の
数
（
特
に
は
し
の

本
数
）
の
確
認
に
は
、
気
を
付
け

ま
し
た
。

　

し
か
し
今
夏
の
猛
暑
を
体
感
す

る
に
つ
け
、
地
球
温
暖
化
を
少
し

で
も
く
い
止
め
ら
れ
る
な
ら
、
こ

の
程
度
の
気
遣
い
は
当
然
だ
と
考

え
ま
し
た
し
、
日
常
生
活
で
も
っ

と
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
も
努
め
、
温

暖
化
防
止
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

蓮
華
寺
護
持
会
婦
人
部

中
込
文
江　

様

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
27
年
8
月
利
用
分

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

使用日 使用イベント名 全体注文数
（はし・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

8月   1 日 あったかおうちカフェ 95 60 4.62 0.3
8 月   2 日 経王寺親子落語会 1,050 750 57.75 4
8 月   2 日 第 9回福寿荘きらきら夏まつり 640 520 40.04 3
8 月   1 日 たんぽぽ子どもの家　夏まつり 140 140 10.78 0.8
8 月   4 日 富士川流域交流会 310 190 14.63 1

8 月 16 日 ますほジュニアクワイア
ロビーコンサート 2015 309 259 19.94 1

8 月 13 日 鰍沢ふるさと夏祭り 450 450 34.65 2
8 月 14 日 青柳 5丁目ふれあい納涼祭り 920 920 70.84 5
8 月 14 日 ふるさと大椚納涼夏まつり 1,270 860 66.22 5
8 月 16 日 北原組納涼大会 1,500 1,500 115.50 8
8 月 20 日 昌福寺　お寺で解夏ッ！ 460 260 20.02 1
8 月 22 日 あったかおうちカフェ 110 70 5.39 0.4
8 月 21 日 ニスカ㈱　納涼祭 1,810 1,810 139.37 10

合計 9,064 7,789 599.75 41.5

のつづき
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第
2
弾
！

町
政
バ
ス
が
出
発
し
ま
す

　
町
の
主
要
施
設
や
各
種
計
画
な
ど

を
見
学
し
、
知
っ
て
い
た
だ
く
『
町

政
バ
ス
』
第
2
弾
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
日
時　
12
月
2
日
（
水
）
午
前
9

時
集
合
（
予
定
）

◇
見
学
コ
ー
ス

　
大
柳
川
渓
谷
散
策

　
　
　
　
↓

　
つ
く
た
べ
か
ん

　
（
み
み
作
り
体
験
・
昼
食
）

　
　
　
　
↓

　
鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
見
学

　
　
　
　
↓

　
太
鼓
堂
見
学

◇
対
象　
町
内
在
住
の
方
（
小
学
生

以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
）

◇
募
集
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

◇
体
験
・
昼
食
代　
1
，5
0
0
円

◇
申
し
込
み
方
法　
電
話
・
F
A
X

ま
た
は
メ
ー
ル

◇
申
し
込
み
期
間　
11
月
2
日（
月
）

〜
13
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

　
F
A
X 

22
―
3
1
7
7

　

kikaku@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

※
参
加
決
定
者
に
は
、
詳
し
い
日
程

な
ど
を
通
知
い
た
し
ま
す
。

富
士
川
町
の
歌
P
V

放
送
し
て
い
ま
す

　

富
士
川
C
A
T
V　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
11
c
h
）で
は
、

町
の
歌
「
富
士
川
町
の
歌
〜
明
日
を

生
き
る
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

（
P
V
）を
1
日
3
回
放
送
し
て
い
ま

す
。
町
の
風
景
や
働
く
人
、
子
供
た

ち
な
ど
、
人
々
が
交
流
す
る
映
像
を

交
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
P
V
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
時
間

　

①
午
前
9
時
50
分
（
合
唱
バ
ー

ジ
ョ
ン
）

　

②
正
午
（
池
田
綾
子
さ
ん
バ
ー

ジ
ョ
ン
）

　

③
午
後
9
時
50
分
（
合
唱
バ
ー

ジ
ョ
ン
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
C
A
T
V

　
☎
22
―
1
7
7
7

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

便
乗
し
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
『
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
』
に
便
乗
し
た
不
審
な

訪
問
や
電
話
が
、
全
国
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
不
審
電
話・訪
問
の
例
と
し
て
は
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、そ
の
後「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
教
え
た
こ
と
は
犯
罪
に
当
た
る
」

な
ど
と
脅
し
た
り
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
必
要
に
な
る
」
と
偽
り
、
個

人
の
資
産
情
報
や
金
融
機
関
の
口
座

番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
行
政

機
関
な
ど
が
電
話
や
訪
問
で
、
個
人

情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
1
1
0
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
警
察
署　
☎
22
―
0
1
1
0

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集
！

　
平
成
27
年
度　
第
4
回
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時　
12
月
6
日
（
日
）
午
前
8

時
30
分
〜

◇
場
所　
町
民
体
育
館

◇
参
加
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
小

学
生
以
下
2
人
、小
学
生
以
上
2
人
。

フ
リ
ー
の
部
は
中
学
生
以
上
。

◇
チ
ー
ム
編
成　
1
チ
ー
ム
4
人
以

上
。
男
女
の
制
限
は
設
け
ま
せ
ん
。

◇
試
合
方
法　
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ

り
、
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
リ
ン
ク
戦
方

式◇
参
加
料　
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0

円
（
代
表
者
会
議
時
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）。
小
・
中
・
高
校
生
チ
ー
ム

は
無
料
。

◇
代
表
者
会
議　
11
月
26
日
（
木
）

午
後
8
時　

町
民
体
育
館
会
議
室　

※
当
日
練
習
も
で
き
ま
す

◇
締
め
切
り　
11
月
23
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
長　
小
林

☎
0
9
0
―
8
5
0
8
―
4
7
7
3

F
A
X　
22
―
3
8
1
7

e-m
ail　

fvckoba@
gm
ail.com

ヨ
ガ
教
室
開
催

　
9
月
6
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

10
時
ま
で
、
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、「
ヨ

ガ
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
日
常

生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
動
き
と
、

呼
吸
法
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
な
ど
楽
し

く
出
来
た
」
と
好
評
で
し
た
。
3
月

ま
で
毎
月
第
一
日
曜
日
に
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

◇
今
後
の
日
程

　
11
月
1
日
、
12
月
6
日
、
1
月
17

日
、
2
月
7
日
、
3
月
13
日

◇
時
間　
午
前
9
時
〜
10
時

◇
場
所　

か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー　
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

☆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　

�

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り
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◇
心
理
的
虐
待
に
つ
い
て

　
児
童
虐
待
は
主
に
身
体
的
虐
待
、

性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の

怠
慢・放
棄
）、
心
理
的
虐
待
の
4
つ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
心
理
的
虐
待
と
は
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差

別
的
扱
い
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
D
V：ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
な
ど
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
心

を
著
し
く
傷
つ
け
る
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
山
梨
県
に
お
け
る

児
童
相
談
所
で
の
虐
待
相
談
件
数
の

う
ち
、
心
理
的
虐
待
が
全
体
の
38
・

6
％
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
警
察
な
ど
、
D
V
相
談
機

関
か
ら
の
児
童
虐
待
相
談
が
増
加
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、D
V
相
談
の
あ
っ

た
家
庭
に
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
子

ど
も
へ
の
心
理
的
な
影
響
と
、
今
後

重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が

あ
る
た
め
、
児
童
虐
待
と
し
て
の
相

談
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

◇
迷
っ
た
ら
各
関
係
機
関
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
身
近
に
心
配
な
子
ど
も
、
親
子
は

い
ま
せ
ん
か
？　
虐
待
の
現
場
を
直

接
見
て
い
な
く
て
も「
お
か
し
い
な
」

と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
・
通
告
は
匿
名
で
よ
く
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
支
援
課

　
☎
22
―
7
2
2
1

◆
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
0
5
5
―
2
5
4
―
8
6
1
7

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
1いち
は
や
く

8
9

※
3
ダ
イ
ヤ
ル
と
も
夜
間
、
休
日
も

対
応
し
ま
す
。

＊
子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
は
つ
き
も
の

で
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
ひ
と
り
で

た
め
こ
ま
ず
、
身
の
回
り
の
誰
か
や

相
談
機
関
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
食
育
」と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
成
17

年
に
は
、
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
食
育
と
は
、
一
体
何
の
こ

と
な
の
か
、
き
ち
ん
と
把
握
・
実
践

で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
食
育
は
、
食
べ
方
や
栄
養
の
教
育

と
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、『
安
全
・
安
心
・
健

康
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
食
べ
物

を
食
べ
た
ら
よ
い
か
を
判
断
し
、
食

べ
る
も
の
を
選
ぶ
選
食
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
』、『「
い
た
だ
き
ま
す
」

や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
き
ち
ん
と

言
う
こ
と
』、『
箸
を
き
ち
ん
と
持
つ

こ
と
な
ど
、
食
を
通
じ
た
し
つ
け
』、

『
日
本
の
食
料
自
給
率
や
世
界
中
に

は
飢
え
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
』、『
日
本
で
は
大
量

の
残
飯
を
平
気
で
捨
て
て
い
る
こ

と
』
な
ど
、
食
を
通
し
て
生
き
る
力

を
育
む
と
い
う
大
き
な
意
味
を
含
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
家
庭
で
身
に

付
け
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
同
じ
食
卓

で
も
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事
を
し

た
り
、
一
人
一
人
が
別
の
も
の
を
食

べ
た
り
す
る
「
個
食
」
や
、
家
族
全

員
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
こ
と
の
難

し
さ
か
ら
、
一
人
で
寂
し
く
食
べ
る

「
孤
食
」
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
家
族
み
ん
な
で
食
事
の
準

備
や
片
づ
け
を
し
、「
共
食
」を
し
な

が
ら
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
食
事
や
団
ら

ん
を
す
る
場
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

★
毎
月
第
3
日
曜
日
は
、
家
庭
の
日

で
す
。

　
家
庭
の
日
と
は
、
家
族
み
ん
な
が

顔
を
そ
ろ
え
て
、
子
ど
も
の
成
長
を

願
う
日
で
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月の担当は
教育委員会です
☎ 22−5361

今月は池田保健師です

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

個
食・孤
食
か
ら
共
食
へ

▲大自然体験会で自分たちが作った料理を食べ
る参加者

現
代
の
多
く
の
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る

７
つ
の
「
こ
食
」

現
代
の
多
く
の
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る

７
つ
の
「
こ
食
」

孤
食
…
子
ど
も
が
ひ
と
り
で
テ

レ
ビ
を
相
手
に
食
べ
る
。

個
食
…
家
族
で
食
卓
を
囲
ん
で

も
、
食
べ
て
い
る
も
の
が
そ
れ

ぞ
れ
違
う
。

子
食
…
子
ど
も
だ
け
で
食
べ
て

い
る
。

小
食
…
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に

食
事
量
を
制
限
す
る
。

固
食
…
同
じ
も
の
ば
か
り
食
べ

る
。

濃
食
…
濃
い
味
つ
け
の
も
の
ば

か
り
食
べ
る
。

粉
食
…
パ
ン
、
麺
類
な
ど
粉
も

の
ば
か
り
食
べ
る
。
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国
で
は
平
成
22
年
に
育
児
・
介
護

休
業
法
を
改
正
し
、
父
親
の
育
児
休

暇
取
得
を
促
進
す
る
内
容
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
取
得
率
は
低

く
、
平
成
25
年
、
女
性
は
76
・
3
％

取
得
し
た
の
に
対
し
、
男
性
は
わ
ず

か
2
・
03
％
で
し
た
。

　
育
休
取
得
率
が
低
い
理
由
と
し
て

は
、
収
入
（
給
与
）
が
下
が
る
の
で

は
？　
会
社
の
評
価
が
低
く
な
る
の

で
は
？　
同
僚
に
迷
惑
を
か
け
る
の

で
は
？　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
子
育
て
を
楽
し
み
、
自
分
自
身
も

成
長
し
よ
う
と
い
う
男
性
を
「
イ
ク

メ
ン
」
と
言
い
ま
す
が
、
育
休
を
取

得
す
る
イ
ク
メ
ン
が
多
く
な
れ
ば
、

社
会
全
体
が
も
っ
と
豊
か
に
成
長
し

て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
妻
で
あ

る
女
性
の
生
き
方
や
子
ど
も
の
可
能

性
、
家
族
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て
い

く
は
ず
で
す
か
ら
…
。

　
そ
こ
で
、
改
正
さ
れ
た
育
児
・
介

護
休
業
法
を
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
ま
す
。

◇
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス

　
父
母
が
と
も
に
取
得
す
る
場
合
、

原
則
、
子
ど
も
が
1
歳
2
カ
月
に
な

る
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

＊
父
の
場
合
、
育
児
休
暇
期
間
の
上

限
は
1
年
間
、
母
の
場
合
は
産
後
休

暇
と
育
児
休
暇
期
間
を
合
わ
せ
て
1

年
間
。

　
◇
出
産
後
8
週
間
以
内
の
お
父
さ
ん

の
育
児
休
暇
の
特
例

　
母
（
配
偶
者
）
の
出
産
後
8
週
間

以
内
の
期
間
内
に
、
父
が
育
児
休
暇

を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
特
別
な
事

情
が
な
く
て
も
、
も
う
一
度
育
児
休

暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て

・
労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
1
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
育
児
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
有
期
契
約
社
員
で
あ
っ
て
も
、
育

児
休
暇
の
申
し
出
の
時
点
で
、
要
件

を
満
た
せ
ば
、
育
児
休
暇
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
子
ど
も
が
1
歳
以
降
、
保
育
所
に

入
れ
な
い
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
子
が
1
歳
6
カ
月
に
達

す
る
ま
で
の
間
、
育
児
休
暇
を
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
男
性
の
育
休
取
得
、
育
児
参
加
に

よ
っ
て「
短
時
間
で
成
果
を
出
す
」働

き
方
に
変
わ
る
こ
と
も
期
待
で
す
！

［9月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

鰍沢中学校屋内運動場アリーナ他天井改修工事 鰍 沢 60,600,000 昭 和 建 設 工 業 ㈱

富士川町耐震改修促進計画改定業務委託 富 士 川 町 1,600,000 玉野総合コンサルタント㈱　東京支店

公共下水道管渠清掃・テレビ調査業務委託 富 士 川 町 4,950,000 クリーンヘルス㈱

平林、穂積簡易水道台帳作成業務委託 平林・小室・髙下 6,650,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

消防団第 4分団詰所耐震診断業務委託 青 柳 町 2,500,000 ㈲アート建築工房

第4保育所太陽光発電設備設置工事実施設計業務委託 青 柳 町 1,080,000 NS 建築設計事務所

まほらの湯貯留槽修繕工事 長 澤 1,270,000 日 経 工 業 ㈱

中部簡易水道水源取水ポンプ更新工事 鰍 沢 2,430,000 ㈱ 伸 電 工 業

東川管理用道路舗装工事 大 椚 4,580,000 ㈱ 輪 田 道 路

最勝寺地区農業用排水路改修工事 最 勝 寺 10,300,000 源 工 業 ㈱

𣇃米地区農業用排水路改修工事 𣇃 米 4,430,000 ㈲ 井 上 興 業

本町地区簡易水道石綿セメント管布設替工事（27−2） 鰍 沢 25,200,000 ㈲ 長 澤 水 道

本町地区簡易水道石綿セメント管布設替工事（27−3） 鰍 沢 29,990,000 高 橋 商 事 ㈲

町道最勝寺青柳 1号線配水管布設替工事 最 勝 寺 6,130,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

育児休暇を
取得しよう

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
共
催
事
業

感
動
、
生
き
が
い
づ
く
り

シ
ニ
ア
演
劇
交
流
公
演

　
地
域
に
根
差
し
た
演
劇
活
動
を
展

開
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ
ア

劇
団
の
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団
と
南

ア
ル
プ
ス
桃
源
座
が
交
流
し
、
お
互

い
の
日
頃
の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
11
月
29
日
（
日
）

◇
観
覧
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
）

◇
開
場　
午
後
1
時

①
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
逆
襲
」（
作
・

小
松
正
彦
、
演
出
・
清
野
知
之
）

◇
開
演　
午
後
1
時
30
分

②
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
夢
男
」（
作
、
演
出・

水
木
亮
）

◇
開
演　
午
後
3
時
10
分

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
好
評
発
売
中
！

ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
今
年
も
ク
リ

ス
マ
ス
は
文
化
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

◇
日
時　
12
月
19
日
（
土
）
午
後
6

時
30
分
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
・
1
，5
0
0

円
、
中
学
生
以
下
5
0
0
円

◇
発
売
日　
10
月
17
日
（
土
）
午
前

9
時
か
ら

◇
出
演　
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ア　
ほ
か

☆
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
特
報
！

　
ゴ
ス
ペ
ル
甲
子
園
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
！

　
主
宰
の
シ
ン
ガ
ー
M
a
m
i
（
ま

み
）
さ
ん
（
富
士
川
町
出
身
）
率
い

る
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

は
、
8
月
23
日
に
横
浜
ゴ
ス
ペ
ル
祭

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
（
ゴ
ス
ペ
ル

甲
子
園
：
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
）
団

体
ス
テ
ー
ジ
部
門
決
勝
で
見
事
に
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、凱
旋
公
演
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
11
月
20
日
発
売

好
評
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
イ
ー
ツ・ク
ラ
シ
ッ
クVol.8
」

◇
日
時　
12
月
20
日
（
日
）

◇
開
演　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
自
由
席
1
，0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
定
員　
60
人

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

【
募
集
情
報
】

出
場
モ
デ
ル
募
集
！

FU
JI

コ
レ
２
０
１
５

　

12
月
6
日
（
日
）　

開
催
の
町
民

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
出
場
者

（
参
加
無
料
）
を
募
集
し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ

　
「
私
の
お
気
に
入
り
」ご
自
身
の
お

気
に
入
り
の
服
装
で
歩
き
ま
し
ょ

う
。「
思
い
出
の
学
生
服
」大
切
に
し

ま
っ
て
い
る
思
い
出
の
制
服
を
身
に

ま
と
い
、
青
春
シ
ー
ン
を
復
活
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

◇
参
加
日
程

①
参
加
者
顔
合
わ
せ

　
11
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時　
衣

装
、
装
飾
品
確
認
、
諸
連
絡

②
12
月
6
日
（
日
）
午
前
9
時
集
合

〜
午
後
2
時
開
演
予
定

◇
締
め
切
り　
11
月
8
日
（
日
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
舞
台
の
音

響
設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
休
館
期
間
◇

平
成
28
年
1
月
18
日
（
月
）
〜
同

年
3
月
末
日
ま
で

※
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出会い・生きがい・助け合い～アマチュア演劇 

シニア劇団演劇交流公演 
富士川町さくら劇団 南アルプス桃源座 





































開催日 11 月 29 日(日) 午後 1 時開場 
無 料（自由席・入場整理券） 

※※※※入場整理券入場整理券入場整理券入場整理券のののの取取取取扱扱扱扱所所所所////富士川町富士川町富士川町富士川町まままますすすすほほほほ文化ホール文化ホール文化ホール文化ホール    

    

<<<<    プログラムプログラムプログラムプログラム    >>>>    

○○○○南アルプス南アルプス南アルプス南アルプス桃源桃源桃源桃源座座座座    午後午後午後午後 1111 時時時時 30303030 分分分分開演開演開演開演    

「おばあちゃんの逆襲」（（（（上演上演上演上演 70707070 分）分）分）分）    

作作作作    ////    小松小松小松小松正彦正彦正彦正彦    演出演出演出演出////    清野清野清野清野知之知之知之知之    

    

○○○○富士川町富士川町富士川町富士川町ささささくくくくらららら劇団劇団劇団劇団    午後午後午後午後 3333 時時時時 10101010 分分分分開演開演開演開演    

「ロボットの夢男」((((上演上演上演上演 70707070 分分分分))))    

作・作・作・作・演出演出演出演出    / / / / 水木水木水木水木    亮亮亮亮    

会場 富士川町ますほ文化ホール 
問合せ 0556‐22‐8811 

主催：富士川町・富士川町教育委員会 

後援：山梨日日新聞社・山梨放送・テレビ山梨 
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【
短　

歌
】

亡
き
父
が
年
季
明
け
に
て
賜
り
し
こ
の
裁
鋏　

も
て
あ
ま
し
て
る

	

仙
洞
田
紀
子

休
日
に
降
る
雨
し
と
ど
キ
ッ
チ
ン
に
ネ
ジ
の
緩
ん
だ
よ
う
な
わ
た
く
し

	

斎
藤
さ
よ
子

と
な
り
家
に
時
々
あ
そ
び
に
来
る
五
歳
今
日
大
人
び
て
あ
い
さ
つ
を
す
る

	

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

黙
々
と
男
歩
く
や
椋む

鳥く

の
声	

内
藤
浜
二
郎

亡
き
人
の
声
よ
み
が
へ
る
萩
の
花	

渡
辺　

春
江

夏
の
果
て
父
の
使
ひ
し
鍬
の
錆	

深
沢
ゑ
み
子

【
川　

柳
】

長
い
物
巻
か
れ
て
暮
ら
す
人
生
だ	

原
田
ひ
で
子

腹
を
割
り
話
し
た
後
の
澄
ん
だ
空	

大
森　

征
子

ク
レ
ー
プ
の
薄
さ
で
耐
え
て
い
る
寡
婦
の
意
地	

中
村
み
な
恵

〜みんなに風船の楽しさを伝えたい〜

保坂みどりさん（中部区）

　バルーン（風船）でイベント会場の装飾などを行っている「バルーン　風
かぜ

」
代表の保坂さんにお話を伺いました。

■バルーンアートを始めたきっかけは？
　もともとバルーンに興味があり、自己流でバルーンアートを子どもたちに
教えていたのですが、きちんと教えてあげたい、技術を学んで伝えたいと思
い、山梨では教えてくれるところがなかったので東京まで習いに行きました。
作った作品を家に置いておくだけではもったいないと思っていたところ、ピ
アノの発表会の飾り付けを頼まれ、本格的にバルーンアートを始めました。

■「バルーン　風」について教えてください。
　メンバーは7人で、それぞれの特技を生かして活動を始めてから4年ぐらいになります。町内外の
イベント会場の飾りつけやバルーンアートの配布、児童センターなどで教室を行っています。作品を
見せた時の「わあ！」という最初の反応が、何とも言えずうれしいです。多くの人にバルーンアート
を知ってもらって、みんなで大きな作品を作って飾ることが願いです。

■今後の活動予定は？
　来年で東日本大震災から5年が経つので、復興支援として風船を飛
ばしたり、バルーンを使ったリハビリ運動も行いたいと考えています。
　来月には、バルーン教室もありますのでみなさんぜひ参加してくだ
さい。
（詳しくはP16をご覧ください。）

（21）平成 27. 11 月号　No.68



福寿荘訪問
増穂南小学校

社会安全貢献賞　受賞
𣇃米駐在所安全パトロール隊

　𣇃米駐在所安全パトロール隊は、ボランティアで地域
の防犯意識を高めるための取り組みを推進してきまし
た。その努力と功労に対し、全国防犯協会連合会会長よ
り感謝状が贈呈されました。

　9月 11日（金）、
南小の児童が特別養
護老人ホーム「福寿
荘」を訪問しました。
歌を歌ったり、手遊
びをして交流を図り
ました。最後に児童
が全員と握手をしな
がら声をかけると、
うれしくて涙ぐむ場
面もありました。

県体育祭りV6

　第 68回山梨県体育祭り町村の部において、富士川町
が 6連覇を達成しました。11種目で優勝し、男女総合得
点で 117 点を獲得しました。

交通ルールを守りましょう
老荘大学

思春期体験学習
鰍沢中学校
　9 月 25 日
（金）、鰍沢児童
センターで3年
生 33 名を対象
に行われまし
た。妊婦さんの
お腹に触れた
り、赤ちゃんを
抱っこしたり、
実際にふれあう
ことで命の大切
さなどを学びま
した。

　9 月 16 日
（水）、専門交
通指導員峡南
ブロック会に
よる交通安全
教室が行われ
ました。交通
安全の歌や寸
劇で交通ルー
ルについて学
びました。

芸術の秋に絵画寄贈
　小野惇さん（甲府
市）より、𧦴藤静輝
さん（長澤）作品の
油絵「おどりこたち」
を寄贈していただき
ました。鰍沢福祉セ
ンターのロビーに飾
りますので、皆さん
ご覧ください。
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆11月のホームタウンゲーム
　・11月22日（日）13：30
　　　　　VS　清水エスパルス

新刊書

えほん

『運命の花びら』森村誠一著
『GOSICK PINK』桜葉一樹著
『ヘブンメイカー』恒川光太郎著
『ウォーク・イン・クローゼット』綿矢りさ著
『killers』堂場瞬一著　　『水鏡推理』松岡圭祐著
『メビウスの守護者』川瀬七緒著　　『ヨイ豊』梶ようこ著
『義貞の旗』安部龍太郎著　『怒鳴り癖』藤田宜永著
『わが心のジェニファー』浅田次郎著　『墓標なき街』逢坂剛著
『あこがれ』川上未映子　『わかれ』瀬戸内寂聴著� など

第 3回MOE創作絵本グランプリ『かもめ　たくはいびん』

【料理部門】
大  賞	 『ラクうまごはんのコツ』
準大賞	 �『はじめてでもおいしく作れ

る和食』
	 �『クックパッドのおいしい厳

選！野菜レシピ』

【お菓子部門】
大  賞	 『作りおきスイーツ』
準大賞	 �『アトリエ・タタンのチーズ

ケーキ』

古雑誌を差し上げます
日時　11月 10日（火）〜 17日（火）
場所　町民会館 1階　町民図書館
　おひとり様　3冊以内です！
　お早めにどうぞ

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　30 万円　小池厚一様（青柳町）
　「亡父　省三様のご遺志により町の振興のために」

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 知念　凱斗	（かいと）	 男	 ケンジ
	小　　　林	 大森　隆生	（りゅうせい）	 男	 隆　広
	長　　　 	 佐野　羽紅	（わ　く）	 男	 達　哉
	 〃	 樋口　美優	（みゆう）	 女	 潤
	 〃	 土橋　　楽	（が　く）	 男	 洋　平
	鰍　沢　北	 望月　里緒	（り　お）	 女	 博　仁
	 〃	 伊藤　香苗	（かなえ）	 女	 龍　哉

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 望月　繁一	 94	 野澤とも子
	天 神 中 條	 長 　　肇	 89	 敏　　子
	 〃	 深沢　明美	 54	 茂　　樹
	𣇃　　　米	 大久保　聰	 62	 洋
	 〃	 山形　久男	 84	 深澤惠子
	 〃	 中 　久江	 87	 石川　譽
	長　　　 	 兵藤あや 	 78	 直　　樹
	 〃	 折居　司一	 87	 司　　郎
	小　　　室	 深 ヨシエ	 94	 好　　惠
	髙　　　下	 樋口　雪江	 88	 一
	鰍　沢　中	 神山　永子	 76	 健
	鰍　沢　南	 村松　昌子	 54	 良　　朗
	中　　　部	 依田　清美	 94	 一　　久
	五　　　開	 望月　義照	 88	 義　　幸
	 〃	 望月美代子	 86	 武　　夫

ひとのうごき（10月 1日現在）

人　口	 15,946 人	 （＋ 4）
　男	 7,733 人	 （＋ 3）
　女	 8,213 人	 （＋ 1）
世　帯	 6,303 戸	 （＋ 1）	 ※ (　) 内は対前月比
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望月　ちせちゃん　6歳（五開区）
　運動会で頑張った元気太鼓の絵をかきました。みんなをかいたので、絵の具がはみ出さない
ようにするのが難しかったけど、ていねいにかきました。

秋山　直
なお
翔
と

くん
（平成 26年 5月生まれ・小林）
父　雅斗さん・母　泉美さん

志村　友
ゆ
柚
う

ちゃん
（平成 25年 2月生まれ・鰍沢北）
父　隆司さん・母　圭さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　お歌やダンスが大好きな友
柚ちゃん！　これからもたく
さん覚えて、パパとママに見
せてね。いつも楽しませてく
れて、ありがとう！

秋山　大
ひろ
翔
と

くん
（平成 25年 2月生まれ・小林）
父　雅斗さん・母　泉美さん

健康で兄弟仲良くたくましく育ってね。
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